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9 .4（土）ー10.24（日）

は.£Jl{di止，1，の手11::fx!.I；で、その成立は 760年1¥lj後とされるが、；：炊の妹集は111・ < 8 ill：紀の初Jr )j来日J」

めヒ:fiからIJ.f1まゥていたといわれる。収Hされた；；放は、 i:f:l!f.X引の11.'i代（4 i止紀J;ti）から人・ff'.

ぷ：欣）まで、約4500行にのはリ、その数の多さには ｜！をみはるか、その作者:inをみても、 i'l}j矢からl.f!:

1¥ ni；から地JiJ;HJ・の人々までを合んでおり、 l¥:JiUドJ共感の Lに成立した一大；；欽！たということがでl亡、

引についても、，1，代の文化i立法として、他民政のものと比べても遜色のないすぐれた大歌集で

あるといえる

きる

)j来日J」か’｜：まれる 1iliには、 uいl1,;,(J::JUS；のHニグ〉

これカ、－~の 7~：作をそなえるようにな っ て 「和歌」へと発展していった。
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日本独ド｜「和（倭 ） 1；伏」 は、 「 1史詩」を：立識して使われたm詰で、次第に 「出詩」 の；j（~科を受けなが．ら、

として展開されていったのである。の文学表現が 「平日歌」

奈良時代になって古代国家の組織が際い、中匡！と の通交も雌んになり、 j正字を用いての国語表記

（万葉仮名）が考案されると、民族［i'-.J.集団的な口論；；欽訴は、文字による記載文学に飛躍し 、個人の

文学的意識による創作it';ill)Jの気速が高ま っていった。
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こうした情勢のもとに 「万葉集」が生まれてきたのであるが、

；欽人たちの例性のゆたかさもさることながら、 11代行f令i!Jlj7がう＂ti｜ ij 

られてゆく過｛＇.，~.での支配者たち （天7＇， ＇ ・ 天武 ・ 聖武天；；！なと ）

から、辺地の被支配者JM（束；；欽 ・｜幼人；；炊の作者たち）までが、

この；；伏44の大きな特徴のひ同じ歌集に作品を並べているのは、

「三十六人家集 lの内そのまま山代社会とつである。すなわち 「万葉集」の世界が、

の一而を努指させるために、よiよなる文：当：：作：＇；， 'iにとどまらない魅

カを持って、今も我々に必〈語りかけるのであろうとjιう。

さて、 「万葉集」が、大手｜｜を布JIとした奈良H与代の文化出産であ

「iri-111今和：：fJ.,:柴」は「，，，.今和歌集」るとするならば、次に統〈

おのずからそのね徴山械を中似とする平安II.＼；代の産物であり 、

を具にする。一般に、 「万来集」が男性的 ・ 1~（被的と司’されるの

小大君「同」に対し 、「古今集」は女性的かつ観念的 ・技巧的、「$Ji"1'1今集」は

幽玄で象徴的であると評されている 。この代表的な三歌集の俊劣については、よく論じられるとこ

その名段階での判色を示していそのまま l\:}j）~との成長の追いであり、ろであるが、その特徴の述いは、

それぞれに ti!~味深いものであろう 。 t;'iにわが凶のように、和歌文学カ、生前の r！： に i?.t:: くると解すれば、

なおさらのことといえよう 。似 をおろしてきた国では、

今回の展示には、本文悼の蔵書 1:jJ 、今あげた三歌集はもとより、勅m~長、彩、m集、ギT1ノI ::fJ.,:人の家集、

歌学 ・作法告ーから飲物語まで、古代・ r!I世－を主とし、 tl:.:f1・'.i1｝＝も含める と近世にわたるものまで50純を

illんだ。 いずれも盟かな特色と引占J·J~t:：をや耐えているが、その母 II台とな っ た歴史的背討をふまえた」4でζ
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鑑1！‘ねがえれば幸いである。

十三代集

勅撰和敬集一覧 I \I；！.此川 I~ l 〔 〕 I;!. 推定岐川 I~

三代集 •. • ,1，今 和歌集〔905〕 後j)t和歌集〔951〕

J{; iti fi 1 :fk !t〔1005〕
八代集 ・ 三 代集のf也、 i長約ii'i和歌集（1086) 

全集干！日仏＊〔1127〕 川イヒ和駄目；〔1151〕

l・I＆和歌集（1187) 新山今和歌山〔12

05〕

.ffr<j;)Jjjf.千II：此県〔1235〕杭f孟jjそ干11：仏JIS(12

51) 絞，1，－今和歌集（1265) t.:dft泣干II

歌集(1278) 新後J托和歌銚〔1303〕

F.~和歌集 （ 1312) 銃千，l&.fll:fk l_jS(J 3 

20) 絞後十台i!'.ltll:fkl_j，〔1326〕 l弘明I布l

：比＊〔1349〕 祈T• I注布rn仏具； (1359 )

新折池和歌JI：‘(1364l ~r後始巡 fll歌集
( 1384) 新絞，1，－今tll:fk集(1439)

二十一代集・八f¥i.jSとl三 f¥JISの総材、
「夫木和歌抄」
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「和歌文学書展」出品目録

I .勅撰集 （肯 をHしたむのはii札 l内 ）

1 . 111ノト千｜｜歌集 紀 l'l之等制主lllfll.'if~ ＇lf

20 :{f; 1 lilt 

2 . 111・ノ「千11::fk民（巻11～20) ,,;j !1;] 

l’i I.~＇・本 （ i6H本｜交；iJ) 10 :{f; 1 lllJ 

3 111ノ「千11::fk民H・ 11v：~； n !ffl縦 ;i:いトJ}Wj'lj:

20｛主5lllJ・マ＊ 

4 111スト干11::fkリ；！HJ,I： 有＼ .. ；－，紙 ヰ＇.lllfll.JI~ ，り

m'.1;11Ji.r11 .. r（イ＇ 2 lllJ・ 貴

5 . .j{~J立干II ；；炊リ己 立；lリJ2 ！ド，り （ 見c；；＼·＊－ま ~u？ ） 

20:{f; 1 lllJ 

6. 全然和歌集 il(,[f安中i［祢i i J:i ；初！日J''f 10 1~ 1111t 

7. ,:,;Jイヒ千11::fk民 JI事 1J;i:wt•l•1h制 lo¥t Lと7lf'lj: 

Ill安衣川雌 IO{!: 1 Ill] 

8. i:li111ノ「千11::fk日J ifキIJ;i:広三く‘＇：＇H1,i :.¥{lllfll.'dV1i 

20 1~ 21111· 

9. ）ミj伎の家っと -j,:/,1；’，・r L毛 F1J 5 :{f; 5 lilt女

10. 八代日； ; u; 111 m1’ザ 140を141111

11. 八代民禿j生 1削！？、〉じ永制

け／；トIJJYJ'1j:(fi;iJ1 JIJ，也、 jト下）1 Iii].貴

12. ニトイUs ;u i1J1JYJ'1f 400を48lllJ 

II. 私撰集

13. }j J住民ィJ:/i初!YI’ザ十f}j｝＇，』 llf.t,iJil本 20を201111

14. )j 民日~ ;u；トIJ!YI万八fliず，1;f.t,illl1'

（足uf;;1：，と川比二Ji..'JI) 20 ｛主201111

15. }j 民集 n本版製 JI｛｛千II3 ij'. j'.IJ( ,-.':1111会 ） 1 ·l~h 

16. }j必!J,S,,I：ー釈〔Ji来日、抄〕 釈 f1!1’比

川I；初ljjyj，ザ（'f'i 水 1 3'<1乙幼1ihlt~.. 

1前lイ、」ni,ic 10｛と・IOlllJ*

17. )j J止；$Id禾（i l、守・w1o ti I：主：J¥i

'J:/’AくJYJ"J- 3 :{f; 3 lllJ＇.貴

18. Jj!'.l:!~SI附 fiJ早川「l丘け1 i ,!.;:JYJ FIJ 20 :{fi30 !Ill脅

19. 二｜六人家保 l山J；＇：公ir：制 ; J:/ zトIJ!YJ''i:

36 {f;36 lllJ 

20. ゴ｜ゾ、人民（~、せ ・ つら＼•｝）き ｜、 ）

1llj本昭！（［＇千本政 M JI｛｛千118iドFIJ 2 Ill] 

21 ilJ；［氏物，ilf千｜｜；；欽集リ〔iJ:Ji〕 1 lllJ・ 

22. ri 人 (f 1i~IJ;l1じ’永制 ;u i1J1JYJ"i: i lilt 

23. ri人一 行ー折.f.1li.1少 ，｜じ村宇1111 ; 1:1; 1J1 JYJ HJ 

2 :{f; 4 lilt女

24. 1瓜民千II歌集 iJ:Ji1J1JYJ"j. 18を4lilt 

25.夫木和歌抄 藤原、（！惨IHJ1:£1）長治制

江戸初WJ'.J.3'. 36巻・目 1巻 37ilせ

26.自讃；；欽 室町時代写 111~ 

3 

27. J:il:Wfll歌集 後水l己パi己狗i iJ:JiiJ1J日ドザ 6 lilt 

III .家集

28. j~ 山（i,y,- f免C;;J;JJ( ';¥. i J:/ ；初JYJ"f 1 lilt 

29. ilJ;l市：之’永us j出IHt； 川匁 lリl 会本トu:!r~ FIJ〔JI｛｛千II〕

1 lllJ 

30. 111家千11::fk日； 釈 111.jij- iU; 1J1J日JF1J 

〔六家集之｜人j〕2:{f; 

31.十（tj立！＇D1','( I体IJ;l山家主lllfll.'ift’び 2 :{f; 2 !Ill 

32. ！＼町（i(f千11::fk 111.jJ.:tl －＇！＇公れ川 jiトIJJYJ"j. l 1!•1h 

33. 全半＇.i!lfll歌集 ii（，［万1:u1fi' 

't'i政 6fJ'.'1f（幼1i川知｜之＇1¥)

34 . !ti: )J)()f!ll ［.（；；伏 ~s ;u iiJiJYJ"j: 

35. T’l：二川県〔T:二日i〕 脱出L家｜；全

1 lllJ・ 

1 1111・ 

ノK1El4 !pj. 2 lllJ 

36. 4ノ， 1リi三 ri6 111n1:t. k引・if品！！；じじ’永・if品11；（家附

水はJO.!f.リ 1 !Ill 

37. 三 トー集 iJ:Ji初l}Wj万 34 {!: 5 lilt 

十（1ldU後十（JIJ;l F.. 1；＼ ）’1i F ~S ( －.：＿；長1llj’ム｜；全）

うり F.UH 冷 ~il政均 ）

w.歌学・作法

38田千11::/k1-H: 1i事lfilIじ’永 ;u’トIJ!YJ''i-

Ht＋・Ii'i iff ,'J°・11止本
39. ぷ；；！Udl洗！除／J;(／じ’ふ

花水 8！ド’＇f(l'.tt: .. m 1:.'11:) 

1 llU 

1 lllJ 

40. ）！院名J少 1l!(ll~ llJJ 1k 11-J2iド’ザ 2 !Ill 

41. 八’よ・1主111少 /lliti:t; )( 1;¥. ヰ、lllfll.'if~ ＇ lj'. 

6 :{j°;（巻6欠）5 lilt 

42. f11::fk厄，:JI！必IJ;U.)Ill: d.1 i 1!1 !YJ''i 1 lilt 

43. JJ ：~！ I.抄 釈中氏j:uj l主安ん年 FIJ(制！万あ I))

6 ｛さ2II~ 

44. 松林県 相くう！U~ ノi<JI・：二 4iドリf(1'1 '1＼本 ） i 111t 

45. M;d:-lJ 1i't ii=. ．条f{J ，~ ！生長年li¥J''j:

F’ f•_ Hi'i 行t Y1I止1' 1 lllJ 

46 .. W:MJ千II放題材、抄 ー条校良’ム水 6！ド1・・IJ

3 1J: 5 lllJ 

47.斗＂Ji(,i己紺l川！除)f（糊府） 'f'i文J亡IF・FIJ

3 ｛き2lilt 

48. 1:i!dz1.~己〔 ；秋村、何iソ出

パIi米!YJ''j- ( ）υ止15＇＜ド Hl1'似’勺） 2 ｛き2111t 

v.歌物語

49. 伊勢物Mf

50. 大！委物而

〉じ~＜： 1入主111)11.) f ＼万 （ f.L；、 JL 条.＇／；.’::.t~ '1¥) 

1 lilt 

lりi1.c、5年’り 「i.1'11本」｜’：II，；じ 2llU 



コラム

本文；J.jtの ，；，必。 I ~：1:1 J(こついては、！i!.f年代Ill(［に 1, 2 Hーすっ初介

してきたが、なお 2, 3 111ぱ｛けるつ らり である。lOl11JI Iにあた

る本けでは 「他川氏I政＇ I~：,j山と 「i:t川氏1.. ~1.1:=,1c」の 111什Tが佼j泌

するが、 1ilil'rはタテ 52mm、ヨコ 36m~の蝋イ l製 L徳川美術館収必 ）

で、ほかにも WllAの1:11( li'l.似製）カ、ある f走行はタテ64mm、ヨ

コ39mmの長}jj杉 （ 材質未，ff ） で、 l' llJfliの PLJl'IJ＼に 「 IG~UJの 2 'j＜・を

二か所ずつ内L',；；＇＂した装 fil!i(I~）な｜’： IJ とな っ ている J1l1fflH, 、ずれも、

「i:t＼川氏」の 3’I・が主IJまれているのは、 lりldi 2年(1869）の版総本

j立によ ってJi!,')liくritiがlitさjLた以ft:の11"1ぷにかかわることをd：している。

蓬左文庫の蔵書印
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織 j克三店IS

本文wは、初代j受111ーのころまでは、そのi附人的な1Vi-1i長でゐったが、 二Ill：光ぷのJdiJ乙年(1658）にj；物本行の

職i!Jilが設けられて公的な刊：桁を’：1；びるにいた った。 とはいえ、公店、の別は必ずしもlりIfi'(gでなく、 Ill維11,H ＼に ~~ni

f,jSされた』r/'illHにも、 「i!Jj[I孜綴（，筏lι）待11;1：物」「.f!i/iilli:院係（Jtli )j前l’1::

物（J(jにi収り J及われたf;il］もす〈なカ、らず、 JJtイ1：て・も、 Jf;fi-1家本 「絞 11,H：心」｜百j「ii：泉氏物訴」など、｜｜｜粉、のまま辿

川している。

それはとにかく、明治維新後は、文Joi，＇はふたたび徳川家の店、イ 1・に似したので l縁。1:=1:11には改めてそれをlりl心

する必~を’h じ、新たに数純の印がれてjぶされた 「 j副長」 という文？：を IJll えたのは、いうまでむなく他の 1:1!;リ II ’~；（

と区別するためである したがって、これらは)J；〔l!IJ(J(jにはlり！

治以後の！泌，1：：にJIJし、られたということになるが、それ以内ljの

,1：：絡にし、後から際印されたf91Jが干rl!'.F.とはいえず、，；，北，1:+11の

事~f1°if.f＼：と，1：：絡の成立、もしくは人Jojo'の年代とが、つねに一

致するとはliHらない。

なお、本文wの，；，主。！？は、 lりId1 5年(1872）、そのーi!llが必リ

~1、われたが、徳川’ぷの新邸が成るに 1えんで、また次第に W1IJ11

し、 －J山政j.l(；した川，；Af,,1：：ーが口いもどされたこともたびたびあ

り、総数においては、戦後のどfll竹本等は日IJにしても、 JJtイ1：の

)jがかなり Lまわっている。 （注Lr：文l札 「i:t＼川氏l説。1::iJ己」1:11 「 i:t 川氏凶， 1 ：：~己」 1: 11

「名古屋叢書三編」次回配本のお知らせ

第19巻 物品識名・物品識名拾遺・本草会物品目録・泰西本草名疏

（第4回配本、 11月頒布予定、 3.000円）

ii:! if主 WJにおける i毛~U;J~l,'

は、 j己リi屯を1に」占する ljU,'o:，、／：./'; 7)< 谷~文の片作、 「本i；〔会物品 l-IH」 は、住文を j且t•：（して災保 6 年に符 rl社の Hf!

fii；した本市会のli11111"i'1l:i<'I録、 「必jl[j本J立名古it」（立、わがILIJ!ll’"f:p,lj.l：第 1サ。海外にもその名を匁lられた伊必よ介が、

ト））めてリンネの.fl!［物ニイ－山綱分 ~Ji をわがl3i］に紹介した r. お：です。 成本は、いずれも蓬左文Jill践の刊本ですが、

「本•＇，＇（会物日：日 3・k」「本西本1,'f. ；｝＇，~オL」は特製本（尾仮繕への献上本）で、十品図の書II分には見-L］~な手彩がほどこさ

れています。それをそのまま伝えるため、すべてカラー印刷としました。

4 一



！圏直直［ょIIJ I 蓬左文庫の蔵書群 -4-

注j，：文l<Fには、次にあげる三併の家わけ文，1 ~：ヵ、あり、それぞれ）JIJ ;;1,:0) J・、 i,<,'.<:JIJ[されている いずれも「名，1,

以di法在文w，，，文，1：：出絵｜元Ill鉢」（II［｛千1151年HJ)！こ収3止されてぷしいか、今川は、この三つの資料{ffをとりあげ

て初介しようと思う。ひとつはiii111：特仰向人の家に f.£.；わった資料、ひとつは lγ示的なn：絡の1~1 ~、版本の、伐る

ひとつは地｛立の山iし、公W'lli'l 肢のものであり、それぞれ特色切かな資本llffである

〈尾州茶屋文書〉

j己州 {i~h｛家 （ rJ ＇｝；占氏）は、 flJfr ・後！日、の 11l1j家ととらに h＇~J(.fi~ll 川のー：’ぶ）~（として i11iU1＇.した点目I＼の’永 1ffi {i~ It JILJ DI¥ 

次郎’ぶの分家で、同じく茶Wii'i"延 (1545-96）をトllとしている ；，•，抵はノkiJの引から徳川家J,)iにfl：えて、物資

のぷj注や↑，•；判iの収集に；，r；』Ii＇.し、その後 if1j: ｝＇トHM を日1ーされて点 1ti アジアとの交易によって I ~ ；・与を築いた この出

抵のベリj新JILJDl>bと hが、皮＇ ld9.l'.！二（ 161 4 ）、分家して！己州家に fl：・えたのか j己州 {i~hl~ぶのはしまりである ！己州茶

九4家は、代々 {i~hlBIJ (.fJl•l•I ：＞（）しのいj二 J I i、lffff，はliUJーに山点する ）に住し、れJjf{1iJ(-H_’；：（・と米印向：・1H拡をそ

の;r;；としたか、 Hil正｜後はH坊をlたされ、ぶ目I＼の;j,:',S-.(( {i~!i{llLJ 民｜；次 DI；’ぷ）とともに h·~J{J ~ ¥. !111 r.1JiをH・命し、かっ！己

•Jl<i篠の~¥-!111川j主にもたずさわるー ）j、 I：分にMiしたjfi:f.'ilil'll川をしIf｝）めた iLJ i初！日lにおけるl"JI倒的利作ff!j人の

，，，でも日ljff,のイi：イ1・といえる tfr 111のi:fmむさかんにfj· い、 {i~以新 111 Cf：.：文 3.l'.j三）、 ttU-tl後新Ill（延＇i;:7年）など

か知られるが、後行のllrJ~の｜努に！;J:H’；；1・に火 l汝し、家ill を 1可lけている また、久!Jf11'Ji・’託業むtu 』 •I• J~I以降はふ

るわず、新~M~の rf!i家にそのJ也i立を｛ifわれた 。

本文1＋の く JG-JIH~hl文。 1 ：： ＞ は、 イ必文，i：：と総粉、しているか、 rl1t.目，！？、 ll記、何記録、新川IY.J係資料、それに

Yi I ：の， 1：：符・絵 j-;lj などから成リ、総数は 1 24 f'j: 1 36 .•＼、 ll{{fll 4 3年に・，.， Lの，＼＇（，，， i：，）佐次郎氏からf.'fll科された

〈美濃高木家文書〉

J.::. iC~ ,:':j ..，，家［立、むと；山政IEl 駒~＇ f- . 今！己I也 ）j の’示／j~て、のち 1:t. 川家J,)iの JfJ(-1>: ~f~；仔介、何II之 HiJ ，，，＇；，、災 i＆~i促）

として知Ifj・,:':j4 T-300イiをワえられ、 Jたj良川11.'i. 多 i＇.~ （王)l必包/ll)J・ィiリリHJ) をJi(iし、市fi：してJoiJ所24ヶトIの付）j

をム：配する－・)j、..，，・；・；・二川のdi水という村株fr:務にたすさわヮていた （一般に、旗本はtu iに＇ii同lするのカ、

JJ;(J!ljであるが、，：＇： j...j-:',S-.（のf必イ＇；－（立、その知行 J也かJIU1f.・米LlJ11lij j立を車内＿；：'oj(・J·;(I~ J袋J也にあったことと、料株任務に

就いていた等の.f'J!rtlで日lj絡の披いを交けた）

刈..，，，，ドは、 114・ ~~ ・ -Itの二’ぶから/Jx'J 、災iC~,:':i ...f－：二三人l'!<：などと称され、それぞれl’iιした局付、であったか、

参1i'}J.di水などには三’永年併で・＇＇ 1リ、その点では三家一体であった ,:':j...j、三家は、本家である 114 ’~（を｜徐き、 lリ 1

di 初年に没，存したが、本文Joi＜に JJl1i：主の資料は、この I＇~の米山本家に l1fiするものである

*,:・:;...j－：’ぶ（立、 114,:':j本家のトll、l1lfl］の必、 l'l｝；；.；をトllとし、知fj・,:':jは irィi、領地は多良郷の・1：.；付をはしめ 5ヶ

村、 H年初Uのト子・tはじめ6ヶ村て、その1也、 r'4・-Itニ家と州給でli(lしている村もあった。

,・,':j ..，，二家の文，I｝＇（立、少くとし tu i .-k!YJ までは、作家において lH'tl~＇. fi: されていたであろうか、 llJJd：以後む ｛（

私した 114’ぶの分は、戦後、 diJ-~；に iliUI ＼ し始めたのを、 f,,1d-1Uぐ下か／＼＇.（ 11~、を↑！？しみ 7 )j 7下点を1!111人し、収紅、

llHをF1Hi"1l1で（「山本家文，1:0ii HJ& 1～ 4 let FIJ）、'l'l・：，：：としにし うとしよくまとま っている '1'・ ＜にi主税し

た点 ・ －lt111ij'.家の分は、どのように処分されたのか lリl らかでないか、本文；l•F の見とる〈分は、 ll({fll 初年、 1：と川村、政~」

fill"究所か、~~）；（のぷ， 1 ::1山から l！品人したらので、その一自＇＇を｜徐さ、大 ;'ii；分は本文／•Jo' に •JI き判1：がれている 総数

1623f'i'・2649.'.¥( 2「｜：か介糾されているものは 2.•.＼に数えた それ以 I!..l•il し ） 、使i三 1 4.l'.!＇ーの多n 卜Hi附m-tr ノk胸、

検地IPJ＜）を！1土，1，として、 lりldi初fドにポるまでの文，1：：.ぷH.J也J・xjなとか含まれている

その｛也、作1i1rに，：＇：jイぐぶ文：，1：：か1ムわゥているか、それについては、ペJはりれ 111/i）ぐ下発行の 「，：・：；本家立；，1::,J,¥j伐

材1;'," _. I～VII (1972～79）可：にJしいので参！！（＼されたい

〈大炊御門家文書〉

大炊術l川家は、千三：後！日iのWI1’｜ 1ii,,JJ;(r.11i尖の第三 fH尖にf)f；まり、代々 が） 11作家 ＜ Id！＼家に次さ、大1:i.・）；，将

となり f!j<る家十111）としてあリJをふる 勺た ：条k＇／べJf:主1.i剤ll"JX.1；＼＿は、 l••J 古ミの外イ品である ii:Jill.JfUこは’~（ ii((

200イl、のち400イlに ｝JI凶；qされ、，l}:j立・fll'+. lfi .装点などをつかさと ゥた 家れの 大炊｛前，，”i」は、れ%の第

JILJUL；；、 （111 9 ～ 89 ）カ、、 ）.；.炊 iilll"J の~uこ ii：んだことから始ま っている

j、)'J；、i』II門，ぶ文’1::J は、 l·•l 当（ Ill I；主のイi"~波 . I月tコ4にl史！する J之；’1::',iじH · リl~riYW3941午j:I ’ 1 00.'.. 

57）の，，j'.イλ t!ii会fj・H[抄」を｜除けは、ほとんどかiU'iJI刊にの万本である JI｛｛干1124.l'.j之、勺 i：の大炊佐II門紙郎氏

Jじ徳川’I：.物’γ・研究所H. .fl！＼’γ－向上、 i:t＼川義税氏のt.z・ lli~ ） から；汗n刊された
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出版物 覧

;f, I守bidi注J.,：文Wi集車！？分m日ws .50.f下HJ) 3, 500円 日本の 11j-!JI~ ＜淫左文Ji!(図鈷＞（ s. 52年j=lj) 200円

;f, ,1，昆 di &J.i文w邑j,1~：分MH H( S .51年l=11 ) 4' 000 p J 運ぶ文1￥・ilt,（氏物.m図録（s .53年FIJ) 300円

名古hldi；逢左文l!H11i文、月一占絵岡目録（s .51年flj)2, SOOP J 蓬左文庫所蔵古地図複製（s. 55～57年刊）

尼崎久弥コレクシ ョン 「IH第一～三集

(S.52-55年 FIJ） 名 I,500PJ 

:r. ，，，雇液件（正制）オヤ；I .総llH(S .53年FIJ) 2, 000円

名古屋議，1：：統制索引（s .47年-fiJ) 700ド1

;f, r11屋殺の統制総日H(s .44年i'lj) 400PJ 

善本解題凶Htil一一三集（s .55年川版） 各 300i1~

注友文Jil(if(~文化財図録（ s. 52年liJ) 200PJ 

No. 1～No.10 各 1,800円

1, 800円

3,000円

No.11 （尾張志付図）丹羽郡

名古屋着陸書三編第12巻（s. 56年刊）

同 第 8巻（s . 57年刊）

張州年中行事jj;~也二編

同 第16巻（s . 57年刊）

横井也有全集上

3,000円

3,000円

＊以上の出版物は、 '1~文w·1 ·;t主主において頒布しています。 掛；j羊希望の ｝］は郵送料が必裂ですので、お l~J い合

わせ下さし、。（ただし、［ljJ也凶桜裂は郵送不可）

安本文1!11所般市I也l宝！の中山衝な彼裂を作成し、 .fu・望者には＼)JiイIiしています。

＊「名古屋；段、作三制」（201.t.付1巻予定）の第1～31ロl配本を＼）J'（イIT'i＇です 。次川配本（第19：＆、物品，；依名他）I立、

I I} 1 t¥'i¥)j（イIiの予定てサf1ii1lを進めており ます。

I> I> I> 利 用 ご案内 <l<l寸

じ〉開館時間 午前 9II年30分～午後 5II;¥' 

I>休 館 日 11f JJ ll/1！日 ・第 3イ酬が日 （館内燃辺ll:l)

／日曜に1T1なるt色合：； H E量！別館＇；j.火H;M¥
tlrn I I 

1 月 B~＇ II II 大休館 I 

I>聞 覧 館内に限り、館外貸し出しはいたしません

（｜見i位米｜）ヂb凶図，I)= ~！ 1,f,料

重要因：1＿：：・有料（1者11100円）

I>展 示 常11.'fIi~長 J：の一日JI を展示

（才、刊

I>複写サービス J片· jiliJヌJi'｝＝ーのう ち保存仁；；（~~－＼：＜のないも

のについて政万サービスを1i'd：いま

す。その他、マイク ロフィルムの利

用、’I子」＇.fJi'1U;i~の q1 ~ ，·； を受付けますの

名古屋市蓬左文庫

干461;}', 1 1 1~市東区他川 11!]"1001番地

fi(052)935-2173 

（市バス新:J・＼＊町北 100Ill 

山ロ H円見［500 Ill J 

名古屋市蓬左文庫

十 11111町・れ山，，，~~ 4・kti:・llillャfr

で、こ米！ •Ii. の」二、ご相談下さい。 . ...ハス 1•111 i:lf 

「蓬左」第12号 1刊行fll57年 9}j 4 LJ発行 会制集・先行：名，J;),tl市 j宝左文l•F （ 京区徳川 llf flOOl番地）

{;:r 1μ！咋｜ 公不定WlFIJ行 食 1:1H1：リ ：大｜司印A1:1J（京区＞i-L2 3 18) 
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